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質
問　

野
球
場
、サ
ッ
カ
ー
場
、

市
民
文
化
会
館
な
ど
、
こ
け
ら
落

と
し
な
ど
の
予
定
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　

答
弁　

野
球
場
で
は
、
プ
ロ
野

球
の
２
軍
戦
を
、
市
民
文
化
会
館

で
は
、
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
開
館
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

質
問　

野
外
音
楽
堂
建
設
の
計

画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

答
弁　

ワ
タ
ミ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
ン
ド
内
に
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧

草
地
を
活
用
し
て
最
大
５
万
人
収

容
で
き
る
施
設
を
建
設
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。

　

質
問　

市
民
の
中
に
は
、
農
業

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
野
外
音
楽
堂
を

市
の
資
金
で
建
設
す
る
と
思
っ
て

い
る
方
が
い
る
が
、
実
際
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　

答
弁　

上
下
水
道
な
ど
基
盤
の

部
分
は
市
で
整
備
す
る
が
、
施
設

は
、
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
で
整
備
す

鵜浦　昌也
（創生会）

及川　修一
（新　風）

中野　貴徳
（至誠会）

木村　聡
（とうほく未来創生）

菅野　広紀
（碧い風）

大坂　俊

伊勢　純
（日本共産党）

大和田加代子
（碧い風）

小澤　睦子
（碧い風）

大坪　涼子
（日本共産党）

松田　修一
（碧い風）

畠山恵美子
（とうほく未来創生）

藤倉　泰治
（日本共産党）

１　ワークライフバランスの推進に向けた取り
　　組み
２　復興の総仕上げに向けた課題
３　オリンピックイヤーを迎えてのスポーツ振
　　興策

１　農福連携
２　東日本大震災の追悼
３　新しい施設の活用

１　陸前高田市景観条例
２　小中学校の在り方
３　公共道路等に干渉する竹木・ブロック塀等
　　の障害防止

１　パートナーシップ制度
２　小規模校教育
３　地域コミュニティ

１　施政方針
２　風水害の災害対応
３　地域ブランドの確立

１　交流人口と関係人口
２　本市財政の現状と今後の財政運営

１　大震災から 10 年目の予算編成と今後
２　森林を元気にする発電事業と林業施策
３　本市の創業・経営支援の専門人材
４　福島原発汚染水の漁業への影響

１　第２期陸前高田市子ども・子育て支援事業
　　計画策定
２　高田松原海水浴場の整備
３　地域おこし協力隊

１　被災世帯の住宅再建
２　共生のまちづくり

１　「ＳＤＧｓ」の本市の取り組み
２　国の公的病院再編と本市の地域医療
３　子どもの歯科健診と矯正治療

１　国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の誘致等
２　陸前高田市人口ビジョン及び第２期まち・
　　ひと・しごと総合戦略
３　定住自立圏形成に向けた取り組み

１　婦人保護事業及び男女共同参画計画
２　学校図書館教育

１　これまでの震災復興と今後のまちづくり
２　東日本大震災津波伝承館と今後の津波防災
　　のまちづくり
３　腎臓病人工透析患者の状況及び今後の支援

一般質問
　　質問した事項　（登壇順）

市民文化会館（愛称：奇跡の一本松ホール）

新
市
民
文
化
会
館
の
催
し
物
は

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
な
ど
を
行
う

りくぜんたかた市議会だより 第１１２号 ＲＩＫＵＺＥＮＴＡＫＡＴＡ ＣＩＴＹ ＣＯＵＮＣＩＬ ＮＥＷＳ　№１１２

及川 修一 
 （新　　風）

　

質
問　

国
の
復
興
・
創
生
期
間

も
残
す
と
こ
ろ
１
年
と
な
り
、
復

興
総
仕
上
げ
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
本
市
の
震
災
復
興
実
施

復興事業の総仕上げへ

復
興
事
業
の
進
捗
は

ハ
ー
ド
整
備
に
一
定
の
め
ど

鵜浦 昌也
 （創　生　会）

市
職
員
の
人
事
異
動
が
見
ら
れ

る
。
退
職
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

　

答
弁　

職
員
の
途
中
退
職
理
由

計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
令
和
元
年
度
末
時
点
で
、
全

１
６
５
事
業
の
う
ち
１
２
４
事
業

が
完
了
す
る
見
込
み
に
あ
り
、
総

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
87
％
の
進
捗

率
と
な
っ
て
い
る
。
市
役
所
庁
舎

や
市
立
博
物
館
な
ど
の
公
共
施
設

も
令
和
２
年
度
内
の
完
成
を
見
込

ん
で
お
り
、
ハ
ー
ド
整
備
に
つ
い

て
は
一
定
の
め
ど
が
立
っ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

質
問　

令
和
２
年
度
で
終
わ
ら

な
い
事
業
は
ど
う
す
る
。

　

答
弁　
国
は
復
興
期
間
内
に
完

了
し
な
い
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
継
続

を
は
じ
め
、
企
業
立
地
補
助
金
な

ど
を
延
長
す
る
考
え
を
示
し
て
お

り
、
事
業
が
継
続
さ
れ
る
見
通
し

に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

年
度
途
中
退
職
理
由
は

　

質
問　

震
災
後
、
年
度
途
中
で

は
、
時
間
外
勤
務
な
ど
の
職
場
環

境
を
理
由
と
す
る
も
の
は
な
い
。

ま
た
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

よ
る
事
由
も
把
握
し
て
い
な
い
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
民
間
企

業
へ
の
転
職
や
自
ら
が
起
業
す
る

夢
を
持
っ
て
退
職
す
る
場
合
が
あ

り
、
そ
の
背
景
に
は
社
会
情
勢
や

個
人
の
価
値
観
の
変
化
と
い
う
要

因
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

質
問　

今
後
、ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
む
こ
と
に
よ
り
、救
急
出
動
の

要
請
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。消
防
職
員
の
体
制
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

現
在
の
消
防
職
員
は
34

人
。
そ
の
う
ち
、
救
急
救
助
に
当

た
っ
て
い
る
職
員
は
28
人
で
、
３

班
編
成
を
組
ん
で
24
時
間
置
き
に

業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
年
次
休

暇
や
育
児
休
暇
に
も
一
定
の
対
応

が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、

引
き
続
き
火
災
や
救
急
、
救
助
の

要
請
に
対
応
で
き
る
職
員
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

五
輪
の
盛
り
上
げ
策
は

　

質
問　

本
市
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

を
盛
り
上
げ
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
市
で
も
聖
火
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
も
取
り
組
み

な
が
ら
大
会
の
機
運
醸
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　

答
弁　

椿
茶
の
生
産
、
観
光
イ

チ
ゴ
農
園
、
水
産
物
の
陸
上
養
殖

と
、
産
業
へ
の
障
が
い
者
や
高
齢

者
の
関
わ
る
事
業
が
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
農
業
の
人
手
の
確
保

や
６
次
産
業
の
推
進
の
た
め
に
も

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

る
。震

災
の
追
悼
に
つ
い
て

　

質
問　

国
の
追
悼
施
設
が
整
備

さ
れ
た
の
に
、
国
は
政
府
主
催
の

追
悼
式
を
10
年
で
区
切
り
を
つ
け

る
と
し
た
が
、
市
は
追
悼
式
を
今

後
ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
か
。

　

答
弁　

震
災
か
ら
10
年
目
の
令

和
３
年
３
月
11
日
は
、
高
田
松
原

津
波
復
興
祈
念
公
園
内
で
の
追
悼

式
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
、
国・

県
な
ど
と
開
催
に
向
け
た
調
整
を

し
て
い
く
。

　

質
問　

中
心
市
街
地
に
刻
銘
板

の
整
備
を
す
る
よ
う
だ
が
、
進
捗

は
ど
う
か
。

　

答
弁　

刻
銘
板
整
備
に
向
け
、

ま
ず
、
刻
銘
に
対
す
る
意
向
確
認

を
し
て
い
る
。
ご
遺
族
の
９
割
、

１
５
９
９
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
、
そ
の
う
ち
１
５
２
３
人
か
ら

同
意
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

農
福
連
携
の
取
り
組
み
は

　

質
問　

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い
ま
ち

を
標
榜
す
る
本
市
は
、
障
が
い
者

の
生
き
が
い
の
た
め
に
は
無
論
の

こ
と
、
農
業
の
働
き
手
の
確
保
の

意
味
で
も
農
福
連
携
に
取
り
組
む

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（第１回定例会時点の内容です）


